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議
会
譜

義
鎮
剛
議
会
筋
二
回
陸
的
金
及
び
第

三
同
塵
瞳
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
逸
り

闘
催
さ
れ
、
次
の
条
業
の
稲
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

m
 
O
徳
二
回
臨
時
会

一
葉
期
　
9
月
が
ロ
ー
鶏
口
　
二
日
間

二
1
盤
笠
慧
箪
般
倉
整

ル
ー
需
緯
謙
続
羅

質
が
主
な
補
記
で
、
約
匹
O
C
万
国

÷
　
が
需
お
ま
し
た
）

2
聞
和
4
1
生
薬
器
悪
罵
水
道
同
業

抽
一
難
禽
補
筆
算

－
（
上
水
空
般
工
叫
の
質
鵬
と
し
て

三
　
約
三
祐
窪
加
さ
れ
ま
し
た
）

ニ
3
壁
業
雷
の
遜
任
に
つ
い
て

（
蟻
刀
自
漁
法
第
一
九
六
条
の
馳
走

一
に
よ
り
議
会
の
同
窓
を
求
め
た
も
の

ー
で
、
広
務
篠
藁
氏
が
極
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
三
年
間
で
掘
削
四

m
　
十
回
華
九
月
三
十
損
ま
で
）

4
咽
痘
資
産
稲
価
綜
盃
委
員
余
香
H
の

適
任
に
つ
い
て

（
地
方
税
法
謡
填
三
条
の
規
定
に

よ
り
讃
会
の
同
輩
求
め
た
も
の
で

今
転
の
柴
田
努
氏
が
寓
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
三
年
閲
で
昭
和
四
十

増
軍
九
月
三
十
日
ま
で
）

5
教
務
委
員
会
薬
貴
の
任
命
に
つ
い
て

（
鞄
方
教
義
の
鍾
織
及
び
避
密

に
関
す
る
薬
種
の
親
電
に
よ
り
讃
会

の
闘
志
寮
め
た
も
の
で
、
末
寺
の

土
製
堤
が
摺
鉦
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
凶
年
閲
で
璃
和
噸
十
五
年
九

よ
　
れ
ソ

卑
－
手
口
ま
で
）

重
器
車
慈
釆
小
学
松
岡
映
融
入
墨

金
の
設
醗
許
嫁
及
び
処
分
に
潤
す
る

条
例
の
邸
定
に
つ
い
て

（
蜜
諏
身
の
米
国
在
住
、
高
輪
宗

太
郎
氏
か
ら
園
醤
鵬
入
魂
金
、
二
〇

万
用
の
諒
闇
亭
っ
け
ま
し
た
の
で
、

そ
の
省
媛
運
用
に
つ
い
て
条
例
を
胱

定
し
た
も
の
）

○
祭
主
回
臨
時
会

へ
ー
覿
　
1
0
月
鴻
目
一
日
間

手
箱
議
姪

1
薫
陶
野
上
水
薬
諮
条
例
の
制
蓬
に

∵
∵
」

（
高
津
、
蓄
松
、
地
溝
、
碇
雌
地
盤

を
新
た
に
給
水
区
域
と
し
た
た
め
、

給
水
人
口
が
孔
千
人
を
堪
え
た
の
で

来
演
藻
に
よ
り
条
例
を
鯛
起
し
た
も

の）
2
義
敏
町
筋
揚
水
逓
特
別
食
詰
条
例
の

一
跳
改
正
に
つ
い
て

3
誌
窮
的
簡
易
永
逝
給
水
条
例
の
蚊
亘

に
つ
い
て

（
永
逝
法
の
規
定
に
よ
り
コ
間
霧
氷

聖
を
「
上
水
道
」
に
改
め
た
も

の）
4
離
別
4
1
華
麗
饗
町
一
般
会
計
禰
玉

手
箱（

護
符
溜
趣
籍
工
事
に
繋
す
る
費

用
と
し
て
、
三
七
〇
万
円
奮
進
加
）

§
醗
稲
－
飽
嚢
的
上
氷
憩
薬
特

別
会
竪
予
籍

（
水
道
揆
醍
工
茎
数
に
要
す
る
竣
用

と
し
て
、
二
三
8
万
製
造
加

し
た
も
の
）

自
評
郎
当
」

敬
の
合
国
典
災
　
　
へ

奇

勝

週

間

　

　

へ

態
同
二
謀
る
‥

三
二
三
∵

第
一
回
遠
賀
鰯
農
業
祭
が
決
ま
り
ま
し
た

1

日

月

館

母

脇
労
感
謝
の
H
を
韮
会
し
、
第
一
回

当
地
償
郡
船
薬
袋
が
調
川
2
3
聖
逃
鎖
中
学

校
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
例
年
各
町
単
位
で
攫
良
薬
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
遠
鉄
郷

地
藁
振
興
逃
総
犠
嬢
金
（
函
柁
司
会

遠
賀
中
学
陵
で
　
ー

養
）
が
主
体
と
な
り
遣
費
魂
を
一
本
化

と
し
た
広
域
幾
淋
行
政
の
一
環
と
し
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す。
鵬
舘
柄
こ
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
農
民
の
箕
と
し
て
簾
の
と
参

会
を
お
酬
い
し
ま
す
。

e
海
引
　
当
頭
先
詫
二
〇
〇
名
花
限
り
種
別
堪
行
な
い
ま
す
。



1離 1－菜 �薬‾藷‾‾‾犠 

蛸靂 使水の �便利を頼む田 ）ト虫（ �確 率 

用管統 �・ラ院　輿 

Cク・′炊 P曾代∴加 のiか会 
瑛－ 二股 ��閑 

団粒 

時期別日韓日露責節目把重（成分換算）

＿壇肥区分 � ��施用月日 �館∴∴考 

元　　　肥 �吟 7．2 ��6．10 �ケーィフン4．0キロ含む 

分けつ肥 �0 2 2 2 2 �5 �7．3 �硫煽脇按48号 

離篤 難態 ��4 �8．6 � 
0 0 0 �8．創） 9．2 9．15 �尿素 〃 ク 

段
階
米
づ
く
り

現
地
を
諮
ね

1
、
四
種
に
つ
い
て
は
一
斑
か
ら
四
毅

ま
で
締
威
し
、
一
理
は
瓶
ね
士
ニ
ー

ナ
玉
名
確
保
、
箱
樺
式
を
採
用
。

周
囲
旗
饗
は
廊
入
れ
子
八
百
円
、
自

給
は
一
時
閲
百
円
と
し
、
労
働
時
間

は
五
味
十
二
時
間
と
し
て
い
る
。

同
名
通
か
ら
一
名
売
出
役
し
、
圏
饗

の
P
C
P
除
輩
剰
義
布
。

2
、
嬢
虫
害
の
防
除
は
一
済
共
同
防
除

で
兢
空
防
磐
含
め
九
回
実
施
。

3
、
共
同
炊
事
は
弊
蒙
の
婦
人
五
～

六
名
（
一
人
七
〇
〇
円
支
払
）
を
も

っ
て
朗
、
昼
、
及
び
間
食
を
塾
僻
。

4
、
違
ト
ラ
ッ
ク
ダ
ー
（
二
〇
馬

力
）
を
髄
入
し
、
噺
墳
二
二
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
代
か
き
一
切
を
担
当
。

但
し
維
襲
遺
及
び
消
却
費
と
し

て
十
ア
ー
ル
当
り
二
百
円
徴
収
。

5
、
作
業
の
統
一
と
し
て
品
種
の
統
一

を
は
か
り
、
肥
料
施
用
、
永
徳
理
等

に
つ
い
て
施
肥
基
準
、
用
排
水
計
画

奄
策
定
し
離
務
に
て
続
二

の
態
垣
は
兎
艇
図
割
、
分
け
つ
脛
二

割
、
麗
三
割
、
靂
二
割
に
区
分

し
、
追
肥
萱
だ
し
て
い
る
。

恩
上
か
袋
部
落
の
袋
田
栽
培
で
あ

る
が
、
佐
賀
繋
改
良
普
及
所
長
の

北
川
露
は
佐
賀
謡
確
の
総
体
的
減

収
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
怒
っ
て
い

る。
ェ
、
倒
伏
し
な
い
品
種
の
導
入

ホ
ウ
ヨ
ク
・
シ
ラ
ヌ
イ
・
コ
ク
マ
サ

リ
の
三
品
種
に
統
一
（
短
詩
穣
）
。

2
、
誠
横
様
数
の
壇
加

三
・
三
平
方
米
（
一
坪
）
当
り
七
〇

襟
を
目
標
と
し
た
。

3
、
施
肥
接
術
の
改
茜
及
び
多
肥
嬢
蜂

元
把
と
追
艦
の
割
合
を
国
対
六
と
し

遁
肥
亜
点
に
改
め
る
ー
兵
に
矢
巾
に

塞
索
厨
の
増
魔
を
行
っ
た
。

4
、
麗
害
虫
の
防
除

多
肥
譲
姉
議
培
ほ
ど
病
害
虫
の
発
生

率
が
競
い
、
従
っ
て
防
除
は
七
～
九

回
（
本
圃
防
除
）
実
施
。

5
、
わ
ら
亜
率
の
低
下

樹
証
率
委
硬
め
、
わ
ら
亜
率
の
低
下

を
は
か
る
た
め
、
二
・
四
－
D
の
撒

布
を
雑
埠
の
有
無
に
か
ゝ
わ
ら
ず
行

う
（
走
出
の
％
程
度
）

8
、
田
干
し
の
徹
底

申
干
し
の
罷
魔
は
熱
乾
程
度
と
し
、

間
断
瀬
水
に
証
点
を
お
く
。

過
去
の
米
作
り
に
お
い
で
は
殆
ん
と

東
北
、
北
陸
が
上
位
を
独
占
し
、
西
蹟

本
の
暖
地
稲
作
の
伸
び
な
や
み
は
、
む

し
ろ
宿
命
的
と
云
わ
れ
て
い
た
だ
け
に

今
回
の
「
薪
佐
賀
段
階
米
づ
く
り
」
は

円
本
臓
発
の
ホ
ー
プ
と
し
て
大
い
に
注

目
に
値
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
遼
賀
田
薬
の

総
体
的
類
似
性
か
ら
決
し
て
無
関
心
で

は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
等

番
は
去
る
九
月
二
十
八
日
郡
農
協
富
年

邸
の
視
察
会
に
同
行
し
、
現
地
の
横
様

を
訪
ね
て
み
た
。

反
収
八
五
〇
キ
ロ
へ
十
四
撥
）
は
確
実

1
時
毎
度
柴
作
九
州
－
忙
描
く
山
田
鹿
田
程
1

蔀
藩
の
平
均
反
収
が
十
一
棲

－
　
i
袋
蝿
区
集
団
栽
培
の
成
果
I
i

佐
賀
市
内
か
ら
徒
歩
で
十
五
分
の
袋

（
フ
ク
ロ
）
部
落
は
佐
賀
城
疎
の
外
郭

を
流
れ
る
堀
の
対
岸
で
、
水
田
面
壁
二

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
代
表
的
馨
の
由
の

援
慧
籍
で
あ
る
。

部
落
長
の
K
氏
は
集
団
栽
培
の
動
機

に
つ
い
て
「
巽
固
唾
」
を
力
説
次
の
と

お
り
語
っ
て
い
る
。

「
濠
薬
労
力
は
減
っ
て
い
ま
す
、
属
用

労
賃
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
、
こ
の
薄

綿
談
を
打
破
す
る
に
は
．
異
聞
の
カ
．

を
も
っ
て
絡
処
す
る
よ
り
は
か
な
か
っ

た
の
で
す
、
そ
の
経
菜
昭
和
三
土
ハ
年

よ
り
共
同
田
植
に
ふ
み
切
り
ま
し
た
L

J
藷
す
言
葉
に
も
熱
が
こ
も
っ
て
い

た。
当
時
（
昭
和
三
土
ハ
年
）
こ
の
親
藩

の
す
ア
ー
ル
当
り
の
取
蛭
は
苦
い
ぜ
い

七
～
八
優
止
り
で
あ
っ
た
の
か
、
昭
和

四
十
年
に
は
一
堅
ハ
六
七
キ
ロ
（
＋
一

便
）
に
は
ね
上
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
架
悶
栽
培
の
親
愛

佐
賀
市
内
よ
り
南
西
に
バ
ス
で
三
十

分
、
穀
倉
整
箸
つ
っ
走
る
L
東
与
賀

村
に
到
着
す
る
、
早
速
住
吉
暴
落
に
て

薩
年
暖
米
作
九
猶
フ
ロ
ッ
ク
第
一
位
の

山
田
攫
一
氏
秦
誘
ね
る
。

こ
の
舶
馨
は
明
治
時
代
の
干
妬
壇
詩

で
出
来
映
え
も
一
段
と
よ
く
、
山
田
氏

の
圃
場
は
周
囲
よ
り
飛
び
接
げ
て
よ
い

同
氏
の
過
去
五
ヶ
年
岡
の
成
績
及
び

肥
整
理
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

登る。

3
∴
坪
当
探
数
　
九
〇
漠

4
　
旋
盤
（
蜜
燕
の
み
戯
分
換
孫
）

1
　
酋
代
目
数
　
三
七
風
姿

2
　
割
橙
月
日
　
六
月
二
十
七
日
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農
薬
所
得
を

も

っ

　

と

ふ

や

し

ま

し

ょ

う

続
計
調
査
藁
で
は
、
閣
和
三
十
五
　
す
。
遠
賀
町
の
四
十
年
ま
で
の
部
門
別

年
か
ら
、
市
町
村
別
に
農
業
粗
生
産
数
∴
怠
業
粗
生
産
額
、
お
よ
び
三
十
五
年
か

違
算
出
し
て
、
県
あ
る
い
は
麓
地
域
　
ら
の
増
加
率
を
み
て
み
ま
す
と
、
次
の

の
、
空
襲
所
得
を
作
成
し
て
い
ま
　
変
の
と
お
り
で
す
。

地
の
集
開
化
、
区
政
整
理
、
水
路
や
農

道
の
改
修
等
土
地
纂
麓
の
濫
橘
を
進

め
て
、
更
に
増
収
を
は
か
る
と
と
も
に

機
械
お
よ
び
省
力
化
の
効
果
を
高
め
る

よ
う
に
、
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
－
華
作
に
よ
る
増
収
を
は
か

り
、
野
菜
、
果
樹
、
蒲
産
部
門
に
お

い
て
も
；
も
っ
と
も
う
か
る
経
営
を
し

て
、
農
薬
所
磐
ふ
や
す
よ
う
に
、
工

夫
し
た
い
も
の
で
す
。

建
林
寄
稿
聞
流
詰
調
査
密
教
所

北
九
州
量
…
地
区
調
擬
官

金
　
千
　
度
　
二

農
地
被
買
収
者
給
付
金

講
求
申
讃
ま

早
め
　
に

戦
後
農
地
改
革
に
よ
り
底
地
を
買
収

さ
れ
た
人
、
又
は
、
そ
の
遺
嬢
、
一
般

誌
継
人
に
、
報
償
を
す
る
た
め
、
給
付

金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
講

求
申
請
を
行
な
っ
て
い
な
い
人
は
車
め

に
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

記

一
、
期
限
　
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。

二
、
報
倣
金
一
歓
以
上
一
反
東
浦
は

一
軍
に
一
万
円
。

一
反
以
上
二
町
ま
で
は

一
反
に
つ
き
二
万
円
。

一
町
以
上
二
町
ま
で
は

一
反
に
つ
き
一
万
円
。

一
町
以
上
三
町
ま
で
は

一
反
に
つ
主
ハ
千
円
。

三
町
以
上
は
一
反
に
つ

き
二
千
円
。

三
、
手
続
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
役
場

の
経
済
駅
に
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

休

猟
区
の

設

定
に

つ
　

い
て

最
近
の
カ
ン
フ
ー
ム
に
よ
り
狩
猟
蔦

鞍
は
減
少
す
る
一
方
で
す
が
、
そ
の
殺

苑
を
は
か
る
た
め
に
左
記
の
と
お
り
休

猟
盤
が
設
定
さ
れ
∴
萄
町
の
一
都
も

含
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
狩
猟
に

際
し
て
は
十
分
に
注
意
さ
れ
る
よ
う
お

聴
い
し
ま
す
。

「
休
猟
区
々
鼠
　
遼
笛
南
部
休
猟
区

二
、
場
所
及
び
面
積
∴
遼
鉦
郡
、
申
闇

市
の
う
ち
開
塾
二
号
簸
以
南

四
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
、
潮
間
　
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一

円
か
ら
四
十
四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

そ
の
他
近
い
所
で
は
鞍
手
休
猟
区
、

霊
徴
休
猟
蕗
が
あ
り
ま
す
。

伐
採
扇
の
励
行
に
　
つ
∴
い
　
て

三
十
五
年
か
ら
四
十
年
ま
で
に
、
粗

生
産
額
が
特
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
の

ぼ
、
米
と
野
菜
の
部
門
で
す
。

米
の
生
産
は
、
十
ア
ー
ル
当
り
収
軽

が
、
三
十
五
年
の
三
重
ハ
十
四
キ
ロ
ク

ラ
ム
か
ら
、
脅
蒜
の
沌
入
、
肥
培
管

理
な
ど
、
稲
作
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ

り
、
四
十
年
は
四
百
十
キ
ロ
ク
ラ
ム
と

士
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
収
量
を
楢
し
、

米
価
の
上
昇
と
あ
わ
せ
、
粗
造
産
額
は

約
七
割
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
菜
も
目
薬
大
根
、
き
ゃ

へ
つ
、
玉
葱
等
で
年
々
収
益
を
増
し
、

県
平
均
の
増
加
率
を
は
る
か
に
上
回
っ

て
、
二
・
七
倍
と
大
き
く
伸
び
て
い
ま

反
面
、
麦
、
雑
穀
、
享
い
も
類
は

食
糧
消
資
格
迄
の
変
化
に
よ
っ
て
大
き

く
減
退
し
、
工
芸
作
物
、
加
工
燐
産
物

等
も
収
益
を
減
少
し
て
い
ま
す
。

四
十
年
の
粗
収
益
に
占
あ
ー
雪
氷
部

門
の
割
合
は
七
十
四
二
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
種
間
躾
の
四
十
九
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
を
大
き
く
ヒ
回
り
、
米
へ
の
依
存
度

が
、
県
下
で
も
将
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
特
色
を
隼
か
し
て
、
経
常
耕

秋
か
ら
冬
を
迎
え
て
山
榛
の
伐
採
が

さ
か
ん
に
な
り
ま
す
が
、
山
林
伐
採
に

当
っ
て
ほ
森
林
法
に
よ
り
楠
田
を
し
て

い
た
だ
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

㈹
木
材
の
需
給
、
森
林
質
源
の
倍
純
毛

は
か
る
た
め
木
材
の
生
産
量
を
調
整

す
る

㈲
林
家
の
新
得
同
上
を
は
か
る
た
め
の

技
術
普
及
の
糸
口
と
す
る

な
ど
の
鄭
由
か
ー
ヱ
C
す
。

こ
の
よ
う
に
伐
採
属
が
義
務
つ
け
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
椿
家
の
所
得
面
十
重
は
か
る
た
め
有

利
な
林
業
技
術
を
普
及
し
て
い
・
な
の
で

例
え
は
伐
採
席
謹
（
役
場
経
済
課
鵬

－
え
）
の
余
白
に
適
地
適
木
、
嫡
品
種
、

林
地
施
肥
、
森
林
寧
謙
譲
、
シ
イ

タ
ケ
極
盤
等
希
望
唯
頑
を
記
入
し
て
も

ら
え
ば
、
魁
林
事
務
所
の
指
導
鼠
が
現

地
掘
誰
を
し
て
使
瓦
を
ほ
か
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
届
出
は
伐
採

前
に
出
さ
れ
た
方
が
よ
り
効
果
的
で
す

か
、
規
定
で
は
伐
採
前
六
〇
日
か
ら
三

〇
早
亘
C
に
謎
揖
す
る
よ
う
に
な
っ
て

います。



時

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
八
九
四

一
人
九
三

一
八
九
二

一
八
九
一

一
八
九
一

一
八
九
〇

一
九
二
二

一
九
二
一

一
九
二

一
九
一
〇

一
九
〇
九

一
九
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
六

避
藤
懸
鰯
畿
醐
醗
蔓
る
声
競

観
月
選
費
用
駅
擬
態
穂
落
成
。

八
月
対
数
董
蛾
詔
勅
下
る
。

の
エ
想
竣
工
す
る
英
の
功
大
な
り
。

籠
駿
議
態

遠
賀
川
駅
第
一
連
動
攫
完
戒
。

大
碁
盤
と
な
る
。

ッ
ク
魯
ル
ふ
で
）

（
第
五
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
初
必
場
ス
ト

農
務
翁
球
薬
と
し
て
避
賀
川
改
修
に
泌
手
。

彊
籍
撥
識
語

堀。田
崎
畑
生
国
次
部
氏
等
の
愛
山
に
て
石
銭
を
発

遊
費
用
～
赤
爛
駅
駒
複
線
開
通
。

遠
賀
川
駅
か
ら
分
肢
し
て
垂
木
線
運
転
を
開
始
。

小
学
投
を
浅
本
殿
に
併
寵
。

淡
諮
教
管
延
長
（
六
年
）
と
共
に
ニ
ケ
年
商
等

四
月
忠
岡
接
に
高
等
小
学
校
鮮
麗
。

三
月
避
費
用
駅
ほ
て
公
衆
稲
激
取
り
扱
い
開
始
。

二
月
玲
囲
絞
々
舎
二
棟
増
築
。

西
門
小
学
接
に
嘔
赦
、
裁
縫
二
轢
加
護
。

繋
薬
効
懸
寵
諾
町
歩
の
耕
整
理

（
こ
の
年
三
越
開
店
デ
パ
ー
ト
の
は
じ
ま
り
）

大
洪
水
あ
り

な
関
係
に
あ
る
燈
井
野
三
村
と
の
合
併
蟻
が
お

較
門
村
、
浅
木
村
両
村
と
水
利
・
土
木
等
籍
撰

二
月
六
日
日
露
国
交
既
絶
。

老
良
碍
精
小
学
投
を
設
立
。

擬
態
灘
籍
議

田
浦
戦
争
が
お
こ
る
。

大
軍
越

大
軍
総

村
会
鼠
蛤
の
た
め
樹
壊
（
村
役
場
）

荊
す
る
。

勝
田
柏
桂
に
大
同
主
翻
、
累
遜
鳴
禽
二
袖
を
雛

水
と
り
民
家
流
失
す
る
。

六
月
十
六
日
年
後
九
時
飾
後
雄
勝
決
沸
し
大
浜

浅
木
法
雲
寺
再
建
。

十
一
月
十
五
自
適
質
旧
訳
の
営
業
開
始
。

九
州
鋏
逝
会
社
に
よ
っ
て
迷
費
用
駅
を
設
く
。

を
加
え
て
浅
木
村
と
し
花
園
に
役
場
を
お
く
。

下
底
井
野
、
虫
生
滴
、
太
守
及
び
別
府
の
一
学

籍
嫌
彊
葦
離
藍
轢
麓
窮
讃

鬼
浬
、
砿
遊
、
島
津
、
今
古
賀
、
別
絡
、
尾
崎

村
政
施
行
に
あ
た
り
声
切
を
岡
垣
柘
に
編
入
し

国
歌
、
君
ケ
代
を
き
め
る
。

樫
を
郷
膵
尋
常
小
学
校
と
改
称
す
。

四
月
鬼
沖
、
広
瀬
滴
校
を
小
学
簡
勿
科
に
、
今

大
洪
水
、
大
草
越
に
あ
う
。

遠
賀
歴
輿
等
代
表
　
（
そ
の
三
）

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
一

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
一
八

一
九
二
ハ

成。三
月
二
十
八
厨
遺
蹄
中
学
掻
隣
音
渡
食
竣
工
落

三
月
澄
木
小
学
梗
体
育
館
落
成
。

二
月
連
環
刷
銭
矯
か
け
か
え
工
謡
完
了
。

尾
崎
山
喜
憩
工
密
な
る
。

照
諜
醐
龍
緩
行
登
響

三
月
瑳
搾
小
学
整
腕
章
淡
会
懲
戒
。

九
月
遠
賀
川
鉄
橋
の
か
け
か
農
工
郊
は
じ
ま
る
。

三
月
広
遊
八
錮
謝
雑
を
需
惑
広
に
移
す
。

鹿
児
島
本
線
謡
化
な
る
。
（
臨
画
、
博
多
榔
）

全
町
の
鷺
は
松
唆
駁
被
災
ひ
ろ
ま
る
。

（
南
極
緒
婿
和
墾
地
が
つ
く
ら
れ
た
）

金
町
に
わ
た
り
鹿
家
に
白
磁
耕
惹
磯
が
普
及

（
テ
レ
ビ
敬
送
は
㊥
登
る
）

全
種
ほ
と
ん
ど
渡
旅
す
る
。

撞
木
娃
膀
（
中
ノ
江
）
決
流
し
大
洪
水
と
な
り

八
月
十
五
日
正
午
終
戦
と
な
り
民
心
漣
乱
す
。

七
月
主
食
一
潮
減
配
と
な
る
。

広
鹿
、
喪
崎
に
原
子
爆
弾
毀
下
さ
れ
る
o

関
璃
港
膣
ト
ン
ネ
ル
開
通
。

綺
米
、
対
英
宣
戦
と
な
る
。

栄
、
砂
瀬
、
マ
ッ
チ
が
配
給
離
郷
と
な
る
。

残す）
支
那
郊
変
お
こ
ろ
。
（
十
二
月
十
七
日
商
家
入

ず。西
川
の
改
修
工
崎
を
行
な
う
も
そ
の
効
あ
か
ら

（
ト
ー
キ
ー
初
め
て
輸
入
さ
れ
た
）

大
軍
越
と
な
る

島
門
村
役
場
を
飯
の
遵
散
村
役
窮
と
す
る
。

た。四
月
一
日
船
舶
潅
木
両
村
合
凝
遠
賀
村
誕
生
し

禍
節
用
用
水
路
新
設
。

小
倉
、
恕
間
間
の
国
道
新
設
。

尾
崎
十
町
余
歩
の
耕
地
憩
理
を
行
う
。

る。広
波
長
農
事
塊
肉
に
乗
船
明
神
の
掌
急
募
筈

（
ラ
ジ
オ
放
送
が
は
じ
ま
る
）

せ
月
遜
賀
川
駅
前
の
地
に
郵
便
局
を
移
す
。

（
メ
ー
ト
ル
法
実
施
）

鱗
な
る
。

度
肝
、
浅
木
両
村
合
併
が
典
体
化
し
こ
れ
が
謀

今
市
讃
四
十
町
歩
の
耕
地
整
理
を
行
な
う
。

が
う
薫
れ
た
）

関
東
大
震
災
お
こ
る
（
こ
の
頃
か
ら
職
※
婦
人

遠
賀
稲
築
殺
さ
れ
る
。

十
一
月
西
光
寺
本
紫
改
築
さ
れ
る
。

す。下
底
井
野
の
百
十
余
町
歩
の
大
耕
地
整
理
を
な

忠
生
滋
、
別
騎
漸
地
盤
理
を
高
麗
行
な
う
。

思
円
尋
櫓
小
学
枝
一
藤
三
教
室
癌
築
。

犠
義
謙
槻
溌
謙
語
墓
も
合
併

後
場
裏
ロ
を
現
在
地
に
う
つ
す
。

務
開
始
。

二
月
十
一
日
遠
賀
川
局
醤
通
郵
便
物
の
雑
種
薄

駿
と
耕
地
埋
立
の
大
工
坪
を
な
す
。

避
費
用
改
修
工
醤
竣
工
同
時
に
村
的
遊
戯
の
新

開始。
六
月
芦
屋
鉄
適
と
逓
綾
川
歌
と
の
避
稔
営
業
を



日　時　及　場　所
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〝
イ
ン
フ
ル
量
ン
ザ
遠
隔
こ
う
〃

＝
　
予
防
接
種
実
施
に
つ
い
て
高
＝
日
日
「
＝

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
多
発
の
傾

向
が
お
り
、
本
年
も
流
行
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
予
防
接
糧
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
生
後
二
ケ
月
以
上

の
人
は
余
し
i
l
湿
れ
な
く
撞
離
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
掴
み

生
後
3
ケ
月
－
1
才
未
満
一
二
C
囲

1
才
以
上
　
～
6
才
末
続
一
六
°
〓

6
㌢
以
上
　
～
鵬
才
未
満
二
c
c
再

1
5
才
以
上
　
～
　
　
　
二
八
〇
用

（
い
つ
れ
も
二
油
分
の
納
金
）

○
予
防
熊
櫛
を
受
け
て
は
い
け
な
い
人

蕪
の
あ
る
人
、
心
堰
汚
職
、
薄
塩

摘
、
脚
気
、
輝
強
襲
媚
の
楽
し
い

人
、
胸
嫌
リ
ン
パ
体
質
の
人
、
妊
娠

7
ケ
月
後
の
妊
婦

〇
才
梯
接
種
後
の
注
慈

擾
雅
を
受
け
た
顔
は
、
激
動
、
入
浴

飲
酒
は
控
え
る
こ
と
。

○
予
防
嬢
種
の
捌
作
用

綾
和
し
た
筋
所
に
発
赤
、
離
れ
、
潜

減
、
発
熱
、
全
身
鰭
恵
な
ど
起
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
2
日

～
3
日
の
肉
に
な
お
り
ま
す
。
し
か

し
接
椀
種
の
副
作
用
の
強
い
鵬
に
は

一
応
炊
節
に
架
設
し
て
く
だ
さ
い
。

唯

董

昌

今

月

の

説

金

誓

重

量

冨

憬

脚

国

展

「

健

康

爆

験

潔

　

管

期

　

州

側
∴
紙
轡
服
∴
＝
月
約
日

間
∴
∴
∴
∴
貌
腺
的
に
繍
駁
接
し
ょ
う
　
州

都
墨
書
量
重
量
善
書
墨
書
墓
室
董
重
量
董
重
責
萱
重
量
≡
一
塁
萱
誉
轟

田
畑
の
説
経
面
積
及
び
失
農
民
の

異
動
日
管
膳
涼
み
ま
し
だ
か
？

九
月
の
鞘
堅
C
す
で
に
お
願
い
し
て
　
雑
篤
志
に
共
の
徒
の
移
動
状
況
が
必
要

い
ま
す
が
、
昨
年
食
魁
該
か
ー
牛
熊
襲
　
で
す
か
ら
、
本
年
に
お
い
て
耕
作
軸
積

憤
緯
算
定
の
騎
料
と
し
て
、
田
畑
の
耕
　
（
旧
∵
畑
）
大
農
呉
（
動
力
耕
農
機
、

作
蘭
雑
及
び
大
鹿
典
の
所
有
状
況
に
つ
　
鯨
緩
、
動
力
鷺
琵
輩
）
に
つ
い
て

い
て
忠
扇
素
話
し
て
い
た
だ
ま
ま
　
移
動
の
あ
る
方
は
、
卑
急
に
役
場
税
務

し
た
が
、
昭
和
銭
年
度
以
降
の
欒
所
　
係
で
画
筆
く
だ
さ
い
。

〝
曝
民
事
帳
を
み
な
鷲
の
胸
に
〟

多
彩
な
証
鰹
と
恕
団
塊
の
す
が
だ
が

一
日
で
わ
か
る
弾
旗
な
内
容
の
補
間
媒

罵
手
帳
昭
和
四
十
二
年
腋
が
発
売
に
な

り
ま
し
た
、
来
る
軍
の
明
る
い
設
計

に
、
ぜ
ひ
一
触
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
部
数
に
郷
眼
が
あ
り
ま
す
の
で

弼
大
霜
聖
著
は
、
年
目
に
函
込
み
く
だ

さい。
泣
込
先
　
役
場
植
民
諜
窓
口

価
∴
榛
一
都
一
〇
〇
円

※
体
裁
∴
土
質
ビ
一
丁
ル
、
定
期
、

名
刺
人
里
の
表
紙

三
十
四
才
以
上
の
人
の
た
め
に

（
刑
部
六
年
間
男
一
日
以
前
に
生
れ
た
人
）

国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
、
二
十
五

年
以
上
操
険
料
を
納
め
る
加
地
喩
さ
れ

た
人
が
六
十
五
才
に
な
っ
た
と
き
か
ら

受
け
る
草
食
C
す
。
し
か
し
固
民
年
金

が
剛
和
三
土
（
牢
明
月
に
発
足
し
た
㈱

係
か
ら
、
そ
の
と
き
す
で
に
あ
る
軽
暖

の
年
令
に
達
し
嶺
瞼
鵜
を
納
め
ら
れ
る

六
十
才
ま
で
の
瑚
閲
に
余
裕
が
な
い
人

も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
民
年

金
で
は
次
表
の
遡
り
昭
和
五
年
四
月
一

日
毯
助
に
集
れ
た
人
は
、
そ
の
崇
片

目
を
一
箪
毎
に
区
分
し
、
二
十
閏
年
抜

上
、
二
十
三
年
以
上
と
い
う
享
っ
に
老

令
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
閏

が
繊
細
さ
れ
六
五
五
年
四
月
一
日
以
融

に
垂
れ
た
人
の
十
年
を
最
低
に
被
保
険

者
の
便
宜
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
や
、
こ
れ
以
外
の
二

十
五
年
を
必
要
と
す
る
爛
和
六
年
園
児

一
同
以
蘭
に
坐
れ
た
人
達
で
今
ま
で
国

艮
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
踵

く
に
も
加
入
の
手
続
を
し
て
、
一
T
l
も

早
く
お
互
い
の
将
来
を
築
く
こ
と
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

〝
今
す
ぐ
家
屋
異

動
（
滴
増
築
、
篤
“

焼
）
の
届
出
遺
し

て
く
だ
善
い
〃

酬
和
4
1
年
1
月
2
日
必
勝
に

萩
焼
を
新
築
、
増
築
、
改
築
叉

は
解
体
き
れ
た
方
は
、
そ
の
家

崩
の
雑
遼
別
、
両
税
、
用
途
別

等
に
つ
い
て
、
草
魚
に
練
塀
財

務
轢
税
務
係
に
嘱
潰
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
寧
庸
雄
用
紙
は
、
税
務

係
に
用
憩
し
て
い
ま
す
の
で
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

三
貴
亘
喜

一
、
求
人
先
　
勝
掌
町
古
間

自
壊
化
践
工
業
（
総
）

一
、
．
茶
人
L
i
∴
ハ
名
～
七
重

一
、
資
　
格
　
中
華
以
上
間
〇
才
ま

で
の
男
子
で
譜
優
艶

hr－

一
、
斑
沸
騰
闘
　
櫓
樟
脇
並
び
に
三
交

雑
綱
お
り
（
大
人
誘

望）

「
待
∴
遭
二
盟
諸
士
決
恵

一
、
そ
の
解
　
放
令
饉
側
壁
あ
り


